
地域課題

実証事業の内容

今後の展開

事業実施区域

事業体制

事業実施主体
【共創プラットフォーム】
利府町版mobiプロジェクト推進協議会
【実施主体】宮城県宮城郡利府町
【共創パートナー】イオンモール株式会社（商業）

利府町ＰＴＡ連合会（子育て）
社会福法人 利府町社会福祉協議会（福祉）
利府町観光協会（観光）他

• 生活圏内での移動がサブスクリプションプランで利用
可能となるAIモビリティサービス「mobi」を活用した
交通サービスを提供する。

• 商業施設での買い物時の追加サービス・特典や、子育
て関連施設への送迎、通院や介護施設（デイサービス
施設）への送迎、町外からの来訪者が町内を回遊する
手段として「mobi」を活用する。

• 令和6年度中の継続運行を目指し、本格運行開始後も新
たな共創パートナーを募り連携を深め、サービス向上
と、エリア拡大を検討する。

• 公共交通による買い物や通院が不便であり、ドアtoドア
の交通が求められている。

• 子育て環境の充実、グランディ・21（宮城県総合運動公
園）への来訪者の回遊性向上が求められている。

利府町版mobiプロジェクト（宮城県利府町）

買物・開発×交通、子育て×交通、医療・介護×交通、観光・農業×交通
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